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講時 単位数 1

履修に
当たっての
注意・助言

各自が興味のある内容を題材としてプレゼンテーションに取り組む。場数を踏めば踏むほどプレゼンテーション
のテクニックは向上する。発表中心のゼミであるが、発表慣れしていただきたい。

講義計画

前　期

第1回　オリエンテーション　　　　　　　ねらいと進行を確認
第2回　文献検索方法Ⅰ　　　　　　　　　対象となる学術雑誌を紹介
第3回　文献検索方法Ⅱ　　　　　　　　　インターネットの活用
第4回　文献の読み方　　　　　　　　　　検索の目的から論文のどこに注目するか
第5回　抄録の作成方法　　　　　　　　　ワープロソフトを用いた抄録の作成方法
第6回　パワーポイントの活用方法（１）　パワーポイントの基礎
第7回　パワーポイントの活用方法（２）　パワーポイントの応用
第8回　パワーポイントの活用方法（３）　パワーポイントの応用

テキスト 必要に応じ抄録を配布

参考書 説明と説得のためのプレゼンテーション（海保博之編、共立出版）

目的と概要

各自が取り組むテーマはそれぞれが興味を持った事柄とし、発表の技術を高める場とする。主題は研究に取り
組むための基礎的テクニックを身に付けることがねらいとなる。具体的には、先行して報告された文献の検索方
法やそれらの抄録作成をこなしながら研究方法を学ぶ。さらにはパソコンを活用したプレゼンテーション技術に
も注目したい。
（隔週開催、前期がＡ）

成績評価法 パワーポイントを用いたプレゼンテーションの結果と発表資料を評価

開期 前期 水曜日2限

授業テーマ 先行論文から抄録を作成し研究方法やプレゼンテーションの技術を学ぶ
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